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 国際日本学共同研究部門は、三つの柱となる研究計画を立てて活動を開始している。その

一つが、「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」「古典テキストの校訂に関する国際共同研究」である。 

 諸本の校合などをふまえた古典テキスト（本文）の校訂は、古典籍をあつかう上で必須の

基礎的研究であり、もちろん日本の古典文学に限られるものではない。しかし、その文献学

的方法論は、ジャンル、さらには個々の作品ごとに展開してきた傾向があり、普遍的な方法

はいまだ確立していないといえるだろう。 

 徹底した理論的裏付けを求めるこの分科会では、校訂方法に関する国際的な比較が必須で

あろうと考え、日本文学、日本史はもとより、中国、西欧各国の古典文学・語学の研究者が

集まり、まずはそれぞれの本文校訂に関する知見、問題点などを共有するための研究会を重

ねた上で、外部資金獲得をめざすこととした。 

 今回はその１回目で、本研究部門の代表者でもある早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・早稲田大学文学学術院・竹本幹夫竹本幹夫竹本幹夫竹本幹夫教授教授教授教授

の「謡曲の本文校訂の歴史について」「謡曲の本文校訂の歴史について」「謡曲の本文校訂の歴史について」「謡曲の本文校訂の歴史について」と題する発表があった。 

 まず、室町期からの謡本の複雑な伝来と展開について詳しく紹介されたのち、特に近現代

における謡本校訂のありよう（「現行観世型」「観世流流布本校訂型」「古写本揃本校訂型」「古

写本個別校訂型」の四類）の特徴と問題点が明らかにされた。たとえば、日本古典文学の叢

書類に収められている謡曲集などが、いまなお流布本を底本にしているというような問題点



もあるが、謡本に特有の問題としては、舞台での再現に関わるテキストゆえ、古態の復元を

めざしながらも、演出に関わる箇所は現行のものに依拠するといった、大きな矛盾をはらん

でしまっているという。 

 発表後には、中国、ドイツ、フランス等々の文学・語学の専門家たちが、それぞれの校訂

の仕方などと対比して、意見、質問を出し合った。質疑の中では、そもそも文献学の術語が

共有されていないといった問題点も確認されることとなった。また、古典では作者のオリジ

ナルに遡って復元することが甚だ困難、もしくは到底無理というばあいも少なくないが、そ

れぞれの時代の享受・受容の様相を示すものとして本文をとらえようとする見方が、本文校

訂の姿勢として定着しつつある、ということも複数の参加者から指摘された。 

 今回の竹本教授の発表を契機とし、今後も毎月予定されている研究会において校訂に関す

る問題点などを出し合うことで、普遍的な方法へと鍛えてゆくための課題がみえてくること

となろう。 

（報告 陣野英則） 


